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北海道内３度目緊急事態宣言下での 

「活動自粛、対策強化について」 

 
日頃より本協会の活動にご協力とご理解を賜り、厚くお礼申し上げます。 

道内３度目となる新型コロナウイルス緊急事態宣言を受け、札幌市など１０市町村を「特定措置区域」と

し、その他 169市町村に対しても宣言に伴う対策が講じられることとなっております。 

これらを受け、HBAバスケットボール関連活動に関する自粛など改めて実施する感染対策の要点などを下記 

に示します。 

尚、実施に際しての感染拡大対策は下記を含め、関係機関が発信する情報を常に確認し、十分な対策を講じ

ていただくとともに、団体等の関連する所属長、施設等の方針に従うことを前提とし、進めて頂くようお願い

致します。 

 

「記」 

１． 対象期間 2021年 8月 27日（金）～9月 12日（日）「緊急事態宣言が解除されるまでの期間」 

２． 活動（各カテゴリー）自粛 

・原則、部活動（U-15・18）禁止 ⇒ 全国・全道に繋がる活動は、大会 2週間前から当日まで可能とす

る。 

※ その間の対外試合禁止、合宿等も単独校での実施とする。「全道大会など宿泊は必要最低限とし、 

原則、複数校の同宿は避ける。」 

・U-12（ミニバス）⇒ 練習・対外試合（大会含む）等の活動禁止（但し、個人の活動を制限しない。） 

  ・社会人（一般）⇒ 公共施設の原則休館、および学校開放事業の休止（現在、市町村一律ではない） 

となっており、活動も制限されていることもあり、感染拡大防止の観点からも、練習および大会等 

の実施は期間内、自粛する。「自粛等による HBA主催大会等の案内、感染対策ガイドラインは、別 

途通知いたします。」 

 

３． 感染防止対策の強化「学齢期および 20歳代以下の感染が 50％近くを占めている現状」 

・感染状況を適切に捉え、必要に応じ大会毎の感染症対策ガイドラインの発出 

・大会 2週間前からの健康観察の徹底（運営役員も含）⇒ 健康観察チエック表の見直し、会場での入 

場チエック、発熱者等体調不良者の入場対応の徹底「同調圧力等も考慮し、児童が安心して休むこ

とができる環境の醸成」 

・練習会、大会時のマスク着用基準の詳細を決定し、徹底する。 

・食事での身体的距離・場所の確保「密の回避」と「黙食」を徹底する 

・今後、大会参加時の「ＰＣＲ検査」の実施、およびワクチン接種完了者などの対応を考慮する方法を考 

える。 

                       


